


　GSデザイン会議では、まちづくりや空間デザインにおける、分野を越えた専門家間のデザイン体制（コラボレーシ
ョン）の重要性を指摘し、その実践に取り組んできました。特に、複数の事業が絡み合うまちづくりにおいては、トータ
ルな空間づくりが求められるため、コラボレーションという体制で多角的な視点から臨むことが重要となります。
また、まちづくりは必ずと言ってよいほど様々な制約の中で行われ、これまでに実現した、成功とされるまちづくりの
事例は、いわばその制約と悪戦苦闘してきた証であり、そこには今後に通じる知恵が数多く存在しているはずです。
GSデザイン会議ではこうした知恵の共有化に向けたシンポジウムおよび出版を企画し、各地で孤軍奮闘している行
政担当者や実務設計者、市民へ情報を発信していきます。
　本シンポジウム「まちづくりへのブレイクスルー　このまちに生きる」では、まちづくりにあたっての予算措置、発注
方法を含む設計体制、制度の運用や活用などに焦点をあてた実質的な議論を行っていきます。毎回全国各地の実
際の事例を取り上げ、関わった方々から直接その思いや経緯などをお話し頂きます。第1回は山形・金山町の取り組
みから、まちづくりとまちなみ整備のあり方を問います。
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